
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２１年１１月１７日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．先端有機ＥＬ国際研究拠点形成の準備完了 

２．山形大学・立命館大学 学長と交流学生の懇談会 

３．山形大学・ニコニコ託児サポートが始まります 

お 知 ら せ 

１．山形大学ＦＤシンポジウム「学生主体型授業の探求」 

２．市民シンポジウム／タウンミーティング 

３．人文学部「第 37 回 模擬裁判」 

４．附属幼稚園「すこやか広場－秋の庭園でネイチャーゲームをしよう－」 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：１２月１日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プレス発表資料 

平成 21 年 11 月 17 日 
山 形 大 学 

先端有機ＥＬ国際研究拠点形成の準備完了 

山形大学と山形県が応募した、先端有機エレクトロニクス国際研究 

拠点形成プロジェクトが、「地域卓越研究者戦略的結集プログラム」 

（ＪＳＴ）新規プロジェクトに採択されました。 

「結城プラン２００９」で示されている、有機エレクトロニクスに関する山形大学独自のＹＵ－ＣＯ 

Ｅ（山形大学先進的研究拠点）形成の準備が整いました。 

このプログラムと、先に採択された優秀な若手研究者を育成する「テニュア・トラック制」を構築す 

るための外部資金、補正予算で認められた有機ＥＬ研究棟が相互に連携することにより、先端有機ＥＬ 

国際研究拠点を形成します。 

１．先端有機エレクトロニクス国際研究拠点形成プロジェクトの概要 

研究機関：平成２１年１２月～平成２７年３月（研究実施は２６年１２月まで） 

研究経費：（申請時予定）各年度２．２億円（ただし、２１年度は１．１億円） 

これまで山形大学で進めてきた最先端の有機ＥＬ技術をコアテクノロジーとして、 有機太陽電池 

分野、有機トランジスタ分野の卓越研究者を国内外より招聘することで、有機エレクトロニクス分 

野全体をカバーする国際的研究拠点を形成します。 

卓越研究者グループが密接に連携して研究を行える環境を構築することによって、 材料開発から 

デバイス開発、更にはプロセス開発までをシームレスに展開することにより、「大面積」「フレキ 

シブル」「安価」という、有機エレクトロニクスのポテンシャルを最大限に活用した製品の実用化 

を目指し、関連産業の集積に寄与します。 

２．地域卓越研究者戦略的結集プログラム 

本プログラムは地域イノベーション創出総合支援事業の新たなプログラムとして平成 21 年度よ 

り創設されたものです。５年間の支援期間中、地域の大学において、国内外で卓越した研究成果を 

挙げている研究者を中核とし、企業化に向けて関連する分野の卓越した研究者を大学に招聘し、チ 

ーム化することにより当該分野の研究開発の高度化・加速化を図ります。また産学官連携によって 

研究成果を企業化に導くことにより、地域におけるイノベーション創出と活性化が図られます。 

３．採択の経緯 

本プログラムは今年度発足し、地域の大学、都道府県より１２件の提案がありました。 

査読審査により１２件の提案から７件を面接対象とし、結果、山形大学・山形県、信州大学・長 

野県の２件が採択されました。 

（お問合先） 山形大学研究プロジェクト戦略室 教授 

企画部 副部長 小嶋（おじま）典夫 

TEL：０２３－６２８－４１９０



プレス発表資料 

平成 21 年 11 月 17 日 
山 形 大 学 

山形大学・立命館大学 学長と交流学生の懇談会 

山形大学・立命館大学の協力協定に基づき交流を深めてきた学生と学長 
との懇談会を開催します。 

日 時：平成２１年１２月５日 １３：３０～１７：３０ 
場 所：ＴＫＰ大手町カンファレンスセンター 

（東京都千代田区大手町 1-1-2 りそな・マルハビル 18階） 
プログラム： 

○学生交流の実施報告 立命館大学の交流学生 
○山形大学の成果報告 山形大学の交流学生 
○立命館大学の成果報告 立命館大学の交流学生 
○成果報告に対する両大学学長の総評 立命館大学 川口学長 

山形大学 結城学長 
○両大学学長・交流学生による討論会 

１．山形大学・立命館大学の学生交流 
昨年に引き続き２回目となる今年度は、山形大学が中核的役割を担っている大学コンソ 

ーシアムやまがたの「最上川学教育プロジェクト」に参加する形での交流を実施しました。 
日 程：平成２１年９月１１日（金）～１４日（月） 
活動場所：最上川流域（新庄市本合海～酒田） 
宿泊地： ふるさと村（戸沢村沓食）・最上川学推進センター（庄内町清川） 
参加者： 立命館７名（うち学生５，教授１，職員１）、 

山形１０名（うち学生 8名、准教授１，職員１） 

２．山形大学・立命館大学の学生交流の目的 
私立と国立、都市と地方、文化都市と自然地域など、立地・設置環境が異なる大学の学 

生同士が協同し、互いの地域の文化、自然、人々等とあれあい、また、互いの大学の教育・ 
研究・社会連携を体験することにより、それぞれの学生の人間性向上、徳育拡充を期待し、 
豊かな情操と慈しみの心を育てることを目的としています。 

３．山形大学・立命館大学の職員交流の成果を「結城プラン 2010」に反映 
職員の交流については、『「学生が中心の大学」を実現するための大学職員像を考える』 

をテーマに、１０月２６日・２７日に立命館大学において、１１月５日・６日は山形大学 
において実施しました。その他ＴＶ会議を３回実施しています。 
その成果をアクションプランとして１２月７日（月）に発表し、「結城プラン 2010」に 

反映することとしています。 
詳細は次回学長定例記者会見でお知らせいたします。 

（お問合先） 山形大学 大学連携推進室 樋口 
TEL：０２３－６２８－４８０４



プレス発表資料 

平成 21 年 11 月 17 日 
山 形 大 学 

山形大学・ニコニコ託児サポート 
(*^_^*)いよいよ１２月１日託児開始(*^_^*) 

山形大学は、男女共同参画を推進する大学として、「山形ワークライフ 

バランス・イノベーション」をテーマに、仕事と育児等の両立を可能に 

する職場づくりを進めています。 

１．山形大学・ニコニコ託児サポートについて 

山形大学に勤務する教職員の研究・執務と育児等の両立を可能にする研究等環境整備の 

具体的支援の１つとして、急に仕事が長引いて保育所から帰る子どもの育児ができない場 

合などの育児をサポートします。 

大学院等に在籍する育児中の学生の子どもさんも対象です。 

①お預かりする子どもの年齢 

満１歳～小学生以下 

②保育体制 

保育士の下 １歳～就学前のお子様１名に対して託児サポーター１名を配置。 

小学生のお子様２名に対して託児サポーター１名を配置。 

③託児時間 

１７：００～２０：００（最長３時間まで） 

④利用料 

平成 21年 12 月から平成 22年３月までは試行期間中につき、利用料は無料です。 

⑤ニコニコ託児ルームの場所 

地域教育文化学部１号館２階・プレイルーム 

ご希望の方は、定例記者会見終了後にご案内いたします。 

２．託児サポーターについて 

託児サポーターとは、託児経験をほとんど持たない学生が託児に関わることができるよ 

うに、(財)女性労働協会の「保育サービス講習会」のカリキュラムに従って、山形大学が 

独自に保育実習を加えて実施する「託児サポーター研修」の修了生のことです。 

（お問合先） 山形大学 男女共同参画推進室 

TEL：023-628-4937､4938､4939



ニコニコ託児ルームの場所 

地域教育文化学部１号館２階・プレイルーム 

地図 1 地域教育文化学部１号館 

地図 2 託児ルーム



山大・託児サポーター 
利用してみませんか？ 

11 月 16 日登録開始 

12 月 1 日託児スタート！ ！ 

平成 22 年 3 月まで無料！ 

仕事が長引いて子どもの世話ができない方！夕方の 17 時から 20 時まで、 

保育士と託児サポーターの学生がお子様を学内でお預かりします。 

【ご利用できる方】 本学の教職員、定時勤務職員及び短時間勤務職員で、育児中の者 

本学の大学院等に在籍する学生で、育児中の者 など 

【お預かりするお子様の年齢】 満 1 歳～小学生以下 

【託児ルームの場所】 地域教育文化学部 1 号館２階・プレイルーム 

【託児時間】 １７：００～２０：００（最長 3 時間まで） 

詳細については山形大学男女共同参画推進室まで！ 

小白川キャンパス事務局 2 階 

Tel: 023-628-4938 

E-mail: danjo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

ホームページ：http://www.yamagata-u.ac.jp/kenkyu/danjo/danjo.html 

イラスト：地域教育文化学部 樽見ゆり江さん 

山大は「山形ワークライフバランス・イノベーション」をテーマに、仕事と育児等の両立を可能にする職場づくりを進めています。



プレス通知資料 （概 要） 

平成２１年１１月１７日 

山 形 大 学 

１．山形大学ＦＤシンポジウム「学生主体型授業の探求」 

（概要） 山形大学では、平成 20 年度文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム（教育ＧＰ）」 

に採択された「学生主体型授業開発共有化ＦＤプロジェクト」を推進し、国内外の先進的な 

学生主体型授業の調査・研究を行うとともに、パイロット授業の共同開発と実践に取り組ん 

でおります。 

そこで、これまで実践してきたプロジェクトの成果と課題の共有に加え、「学生の主体性」 

をテーマに授業実践を展開している先生方をお招きし、相互研鑽の理念の下、シンポジウ 

ムを開催いたします。 

日 時：平成２１年１２月１２日（土）１３：３０～１８：３０ 

場 所：山形大学小白川キャンパス理学部１号館 

問い合わせ：高等教育研究企画センター 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４７０７

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

２．市民シンポジウム／タウンミーティング 

（概要） 山形大学では、山形県最上広域圏を山形大学のキャンパスとみなし、地域における教 

育の発展と地域振興を目的とした「山形大学エリアキャンパスもがみ」を展開しており、そ 

の事業の一環として、昨年に引き続き、市民シンポジウム／タウンミーティングを開催いた 

します。 

特に、タウンミーティングでは、「観光カリスマ百選」に選ばれ、都市農村交流のパイオニ 

アとしてたくさんのアイデアで地域を盛り上げ活躍している井上弘司氏（長野県飯田市在 

住）を講師にお迎えし、「地域力創造！一人一人の行動で地域の自立」と題し、講演をし 

ていただきます。 

日 時：平成２１年１２月１９日（土） 

市民シンポジウム １０：３０～１２：００ 

タウンミーティング １３：３０～１７：００ 

場 所：新庄市ゆめりあ 

問い合わせ：高等教育研究企画センター 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４７０７ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕



３．人文学部「第 37回 模擬裁判」 

（概要） 山形大学人文学部の学生で組織 する法経政策ゼミナール協議会主催の「模擬裁 

判」を行います。今年は，５月から始まりました裁判員制度にテーマを絞り，人を裁くことの重 

さや，裁判員以外の人々の視点から見た裁判員制度について，1 年をかけて，シナリオなど， 

すべて学生自身の手で作り上げ，わかりやすい表現にまとめました。この公演を機に御理解を 

深めていただければ幸いです。皆様のご来場をお待ちしております。 

日 時： １回目 平成２１年１１月２７日（金）１８：００開演 

２回目 平成２１年１１月２８日（土）１５：３０開演 

講演題目：「0.03％ ～「郵便でーす。」その一言から始まった僕の二日間～」 

場 所： 山形市中央公民館ホール（ａｚ七日町６階） 

入場料： 前売券 ３００円 

当日券 ３５０円 

問い合わせ：山形大学模擬裁判実行委員会 

（ＴＥＬ）０８０－１８４２－６５０６（海野） 又は 

人文学部学務担当 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４７０９ 

４．附属幼稚園「すこやか広場－秋の庭園でネイチャーゲームをしよう－」 

（概要） 本園では、未就園のお子さんを対象に、子育て支援事業として「すこやか広場」を開催して 

います。 

すこやか広場は、本園を地域の皆さんに知っていただき、共に子育てについて考えたり親子 

で遊んだりする場です。お誘い合わせの上、お気軽に遊びにいらしてください。 

日 時：平成２１年１１月３０日（月）14:30～15:45 

場 所：山形大学附属幼稚園 

対 象:未就園児 親子２０組 

問い合わせ：山形大学附属幼稚園 

（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４６ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕



４．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○附属博物館特別展「毒地社とその時代展」 

日 時：平成２１年１１月９日（月）～２０日（金） ８：４５～１７：００ 

（土日は１１：００開場、最終日は撤収作業のため１４：００まで） 

場 所：山形大学小白川図書館２階 

○ひらめき☆ときめきサイエンス「とんではねる活動宇宙」 

日 時：平成２１年１１月２２日(日) １３：３０～１６：５０ 

場 所：ＳＣＩＴＡ 
サ イ タ 

センター（山形市・小白川キャンパス） 

○工学部合同企業説明会 

日 時：第３回 １１月２３日（月） 各１０：００～１６：００ 

場 所：グランドホクヨウ米沢 

○附属博物館公開講座「美術館でアートに親しむ」 

日 時：平成２１年１１月２８日（土）、１２月５日（土）、１２日（土） １３：３０～１７：００ 

場 所：山形美術館 

○山形在来作物研究会公開フォーラム～帰ってきたあの味は、ホンモノの味がした。～ 

「日本の伝統野菜・在来作物のこれからを考える」 

日 時：平成２１年１１月２９日(日) １３：３０～１７：００ 

場 所：山形大学農学部３０１教室（鶴岡市・農学部キャンパス）










